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イ中筋は，負荷主予期には薩線的なSI・T2fi震の増加
を認め，負荷後期には臨界点(綾大綴)に途した.
また1分間の遂動負荷の方が卒く SI・T2僚の畿
大悠に途した.(4)遂動負荷を除くと 5分間でおよ
そ1/2.，1/3の SI・T2鐙の減少があり，従来の
機影方法では畿大儀は小さく党絞られることとな
る.
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{怨jf均〕 スキージャ γブ競技は，これまでパイ
オメカニグス的な綴Æ~からのアプローチがヨミで，
選手の体力学的なアプローチは数少ない‘そこで，
念日本丸キージャンプ滋手の筋の形態および筋お
カから体力特設をとらえp メキージャ γプの護活
特設を紛らかにしようとした.
【方法3 被検者は念日木スキージャンプ選手
(ランキング1.-..7位)7名であった.MRIを用い
て，大総長近泣から70，50， 30%部伎の筋横路rW!
穣を議Uxさした.各5迷性殺大筋力(潟イ中震筋力・線
路践筋力)は角速度30，180 degjsecについて測
定しフィ…ノレドテ夕、トとして立総銚びを行なっ
た.上主絞の対象として，綾上競技の一流綴緩選手
4名を用いた.
【結果および考察] スキ…ジャンプ選手の大級
119~実務tまし、ずれの部訟でも段上銚緩選手とほぼ!湾
等の発途を示した.特に大総上部の大総i鼠筋の%
途が議長著にみられた.大総二綴筋では有窓釜こそ
みられなかったが，スキ…ジャンプ選手はj綾上競
駿選手に比べ主小さい綴向にあった.また蕗い綴
坊の説会を示した.
等逮後筋力は勝{市展筋力，関i窓dh筋力ともスキ
ージャンプ選手は怨{援を示した.特?こJmrtb筋力に
おいてこの綴iおが大きくみられた.単位磁緩あた
りの筋力に者慈愛が認められたことから，スキ}
ジャ γプ滋乎とU.Jk総選手における筋力の慈は単位
滋緩あたりの筋力の幾が影響していることが推察
された.
スキージャンプ選手は立i瀦銚ぴの記録 (274.0土
11.7 cm)と大松二綴紛の横断部殺との総に有意な
1Eの綴総務母係がみられた.外綴の一流スキージャ
γプ選手は立総銚ぴの綴が 3mを瀦えることか
ら，大総ご綴務の務室設を増大させることが示後さ
れる.
